
　

秋
田
県
・
私
立
秋
田
修
英
高
校
は
、
全
校
生
徒
数
約

１
５
０
人
（
全
日
制
約
１
２
０
人
、
通
信
制
約
30
人
）

の
小
規
模
校
だ
。
生
徒
は
明
る
く
素
直
で
あ
り
、
生
活

態
度
も
落
ち
着
い
て
い
る
が
、
学
力
に
課
題
が
あ
っ

た
。
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
ス
を
設
置
し
て
か
ら
は
、

生
徒
の
希
望
進
路
が
よ
り
多
様
化
す
る
傾
向
に
あ
り
、

生
徒
一
人
ひ
と
り
が
目
標
に
積
極
的
に
挑
戦
で
き
る
よ

う
、
支
援
を
強
化
す
る
こ
と
が
最
重
要
課
題
だ
っ
た
と

い
う
。
そ
こ
で
、
２
０
０
８
年
度
、
学
力
向
上
と
多
様

な
希
望
進
路
の
実
現
を
柱
と
す
る
指
導
改
善
を
全
校
体

制
で
推
進
す
る
こ
と
に
し
た
。
現
在
は
、「
愛
情
あ
る
、

諦
め
な
い
、
同
じ
方
向
を
向
い
た
指
導
と
、
生
徒
の
よ

建学の精神・校訓に「勤勉・誠
実・奉仕」を掲げ、次代の社会を
担う有為な人材の育成を目指して
いる。進学文化コースとスポーツ
コースから成り、両コースとも２
年次から教養・ビジネス・福祉の
３系列に分かれる。

設立 １９５９（昭和３４）年

形態 全日制・通信制／総合学科／共学

生徒数 １学年約４０人

２０１８年度進路実績（現役のみ）　私立大は、八戸工業大、東北工業
大、東日本国際大、作新学院大、平成国際大に延べ６人が合格。短大、
専門学校進学６人。就職23人。

住所 〒０１４ー００４７　秋田県大仙市大曲須和町１ー１ー３０

電話 ０１８７ー６３ー２６２２

Web site  http://www.akitashuei.net

No.253

P R O F I L E

ス
ロ
ー
ガ
ン「
修
英
メ
ソ
ッ
ド
」の
下
、

全
校
体
制
で
学
力
向
上
を
推
進

全
教
師
が
連
携
し
て

生
徒
一
人
ひ
と
り
と
向
き
合
い
、

意
欲
的
な
学
習
集
団
を
形
成

秋
田
県
・
私
立
秋
田
修
英
高
校

学
力
向
上
・
多
様
な
希
望
進
路
の
実
現

変革のステップ

• 生徒の学力向上とともに、スポーツコース設置以降
に多様化した希望進路への対応が課題だった

背景と課題

実践内容

• 粘り強く学習する生徒が目立つようになった

•高い希望進路を設定し、挑戦する生徒が増加

成果と展望

•「修英タイム」の設定　全コース・全学年で毎日２５
分間の「修英タイム」を設定し、月～木曜日には学
び直し、金曜日には１週間の振り返りを実施。また、
生徒が「やればできる」と実感できるよう、全国規
模のアセスメントで学び直しの成果を定期的に測定

•学び直しに特化した学校設定科目の開設　進学文
化コースの１年次に、学び直しのための学校設定
科目「基礎国語」「基礎社会」「基礎数学」「基礎
英語」をそれぞれ週１時間開設。「修英タイム」で
芽生えた学習意欲をさらに高めることを目指した

•少人数制の進路指導の推進　２年次の３月以降、
希望進路が類似している生徒５～６人を１つのグ
ループとし、各グループを教師が１人ずつチューター
として担当し、進路指導に力を入れた

＊１　ベネッセのアセスメント「進路マップ」の１つで、義務教育範囲の学び直し専用プリント教材。
＊２　ベネッセのアセスメント「進路マップ」の１つで、義務教育範囲も含めた基礎学力を測るマーク式テスト。
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さ
を
認
め
て
さ
ら
に
伸
ば
す
た
め
の
手
厚
く
き
め
細
や

か
な
指
導
」の
実
現
を
目
指
す
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン「
修

英
メ
ソ
ッ
ド
」
を
打
ち
出
し
、
教
育
活
動
の
根
本
指
針

と
し
て
い
る
。
教
務
主
任
の
石
田
奈
津
子
先
生
は
、
次

の
よ
う
に
語
る
。

　
「
基
礎
学
力
は
、
将
来
ど
の
よ
う
な
道
を
歩
む
に

し
て
も
必
要
に
な
り
ま
す
。
し
っ
か
り
定
着
さ
せ

て
、
社
会
や
上
級
学
校
に
送
り
出
し
た
い
と
考
え
ま

し
た
。
ま
た
、
教
師
が
生
徒
一
人
ひ
と
り
と
密
接
に

か
か
わ
り
や
す
い
と
い
う
小
規
模
校
の
強
み
を
生
か

せ
ば
、
生
徒
の
成
功
体
験
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
学
校
が
一
丸
と
な
り
、
そ
う
し
た
目
標
の

達
成
を
図
っ
て
い
ま
す
」

　

指
導
改
善
の
中
軸
を
担
う
取
り
組
み
が
、
定
期
考
査

期
間
や
行
事
な
ど
が
あ
る
日
を
除
い
た
毎
日
、
全
コ
ー

ス
・
全
学
年
で
設
定
さ
れ
て
い
る
13
時
25
分
〜
50
分
の

「
修
英
タ
イ
ム
」
だ
。

　

月
〜
木
曜
日
に
は
、「
修
英
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
と
し
て
、

小
・
中
学
校
段
階
の
国
語
・
数
学
・
英
語
の
学
び
直
し

に
取
り
組
む
。
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
課
題
に
丁
寧
に
応

じ
ら
れ
る
よ
う
、
習
熟
度
別
の
少
人
数
制
ク
ラ
ス
を

編
成
。
校
長
を
除
く
全
教
師
が
分
担
し
、
各
ク
ラ
ス
を

複
数
の
教
師
が
指
導
し
て
い
る
。
以
前
は
学
校
独
自
の

教
材
「
修
英
検
定
」
を
用
い
て
い
た
が
、
多
様
な
分
野

か
ら
幅
広
く
出
題
し
た
り
、
生
徒
間
の
学
力
差
に
対
応

し
て
作
問
し
た
り
す
る
の
が
難
し
く
、
生
徒
の
実
態
を

反
映
し
た
問
題
に
し
き
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
。
そ

こ
で
、
16
年
度
か
ら
は
、「
マ
ナ
ト
レ
」（
＊
１
）
を
活

用
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
マ
ナ
ト
レ
で
学
習
し
た
成
果

を
客
観
的
な
指
標
で
測
れ
る
よ
う
、「
基
礎
力
診
断
テ

ス
ト
」（
＊
２
）
を
定
期
的
に
実
施
す
る
こ
と
に
し
た
。

そ
の
ね
ら
い
を
、
進
路
指
導
主
事
で
２
学
年
主
任
の
高た

か

安や
す

美
樹
子
先
生
は
こ
う
話
す
。

　
「
生
徒
に
は
、
堂
々
と
学
び
直
し
を
し
て
ほ
し
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
他
校
で
も
活
用
さ
れ
て
い
る
マ

ナ
ト
レ
で
あ
れ
ば
、
生
徒
は
『
自
分
た
ち
だ
け
が
取

り
組
ん
で
い
る
特
別
な
問
題
』
と
い
っ
た
意
識
を
持

た
ず
、
よ
り
前
向
き
な
気
持
ち
に
な
れ
る
と
考
え
ま

し
た
。
ま
た
、
基
礎
力
診
断
テ
ス
ト
で
は
、
生
徒
は

マ
ナ
ト
レ
を
頑
張
れ
ば
頑
張
る
ほ
ど
、
Ｇ
Ｔ
Ｚ
（
＊

３
）
が
上
が
る
と
実
感
で
き
ま
す
。
そ
う
し
て
生
徒

に
『
や
れ
ば
で
き
る
』
と
実
感
さ
せ
、
学
習
意
欲
を

伸
ば
し
た
い
と
い
う
思
い
も
あ
り
ま
し
た
」

　

マ
ナ
ト
レ
の
プ
リ
ン
ト
は
、
１
日
１
枚
以
上
取
り
組

む
こ
と
が
目
安
だ
が
、
生
徒
の
実
態
に
応
じ
た
柔
軟
な

指
導
を
重
視
す
る
た
め
、
学
年
団
で
は
生
徒
の
学
習
状

況
の
把
握
に
力
を
入
れ
、
課
題
が
あ
る
生
徒
に
は
こ
ま

め
に
声
を
か
け
て
い
る
。
あ
る
学
年
で
効
率
的
な
進
捗

管
理
の
ア
イ
デ
ア
が
生
ま
れ
る
と
、
他
学
年
に
も
浸
透

し
て
い
く
と
い
う
。
例
え
ば
、
17
年
度
の
２
年
次
で
は
、

表
計
算
ソ
フ
ト
で
作
成
し
た
「
学
習
状
況
チ
ェ
ッ
ク

シ
ー
ト
」
を
用
い
た
が
（
図
１
）、
そ
れ
は
、
18
年
度

に
は
全
学
年
で
活
用
さ
れ
て
い
る
。
同
シ
ー
ト
を
発
案

習
熟
度
別
・
少
人
数
制
の
学
び
直
し
で
、

生
徒
の
課
題
に
き
め
細
か
く
対
応

秋
田
県
・
私
立
秋
田
修
英
高
校

畑
山
あ
ゆ
み
　
は
た
や
ま
・
あ
ゆ
み

教
職
歴
７
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
８
年
目
。
通
信
制

課
程
主
任
。
教
務
部
。「
常
に
『
よ
り
よ
く
し
よ
う
』

と
心
が
け
、
生
徒
の
進
歩
を
見
守
り
た
い
」

秋
田
県
・
私
立
秋
田
修
英
高
校

高
安
美
樹
子
　
た
か
や
す
・
み
き
こ

教
職
歴
24
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
11
年
目
。
進
路
指

導
主
事
。
２
学
年
主
任
。「
人
生
の
先
導
者
と
し
て
、

ま
た
、
と
も
に
歩
む
者
と
し
て
、
生
徒
を
支
え
た
い
」

秋
田
県
・
私
立
秋
田
修
英
高
校

石
田
奈
津
子
　
い
し
だ
・
な
つ
こ

教
職
歴
29
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
25
年
目
。
教
務
主

任
。「
先
入
観
な
く
生
徒
を
見
つ
め
、
３
年
間
を
か

け
て
成
長
を
手
助
け
で
き
る
教
師
で
あ
り
た
い
」

秋
田
県
・
私
立
秋
田
修
英
高
校

大
日
向
　

力
　
お
お
ひ
な
た
・
ち
か
ら

教
職
歴
23
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
24
年
目
。
教
務
部
・

情
報
部
主
任
。「
１
人
で
も
多
く
の
生
徒
に
数
学
の

魅
力
を
伝
え
ら
れ
る
教
師
で
あ
り
た
い
」

＊３　ベネッセのアセスメントにおける共通の学力評価指標、「学習到達ゾーン」のこと。「Ｓ１」～「Ｄ３」までの 15 段階で評価される。基礎力診断テストでは、そのうち 
「Ａ２」～「Ｄ３」で評価される。

「修英チャレンジ」における「学習状況チェックシート」図１

マナトレの進捗状況を一覧化することで、課題がある生徒をいち
早く見つけ、声かけができるようにした。１８年度からは全学年
で活用されている。 ＊学校資料を基に編集部が一部改編。
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し
た
情
報
部
主
任
の
大お

お

日ひ

向な
た

力ち
か
ら

先
生
は
、
こ
う
語
る
。

　
「
17
年
度
、『
学
習
状
況
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
』
を
試

験
的
に
活
用
し
た
と
こ
ろ
、
生
徒
の
頑
張
り
や
課
題

を
よ
り
把
握
し
や
す
く
な
り
、
生
徒
の
実
態
に
こ
ま

め
に
応
じ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
18
年
度
は
、
活

用
の
成
果
を
先
生
方
に
伝
え
、
表
計
算
ソ
フ
ト
で
作

成
し
た
デ
ー
タ
を
各
学
年
に
渡
し
ま
し
た
。
教
師
一

人
ひ
と
り
の
工
夫
を
学
校
全
体
で
共
有
し
、
生
徒
の

実
態
把
握
を
深
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

マ
ナ
ト
レ
の
各
級
の
プ
リ
ン
ト
を
解
き
終
え
た
生
徒

に
は
昇
級
テ
ス
ト
を
行
い
、
合
格
者
の
氏
名
を
生
徒
用

昇
降
口
に
掲
示
し
て
表
彰
し
て
い
る
。
掲
示
が
更
新
さ

れ
る
と
、
そ
れ
を
見
に
集
ま
る
生
徒
が
多
い
と
い
う
。

通
信
制
課
程
主
任
の
畑は

た

山や
ま

あ
ゆ
み
先
生
は
、
こ
う
話
す
。

　
「
昇
級
テ
ス
ト
に
合
格
し
た
生
徒
は
、
掲
示
さ
れ

た
自
分
の
氏
名
を
見
れ
ば
う
れ
し
く
、『
も
っ
と
頑

張
ろ
う
』
と
思
う
で
し
ょ
う
。
一
方
、
合
格
で
き
な

か
っ
た
生
徒
も
、
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
や
上
級
生
・
下
級

生
の
頑
張
り
を
知
り
、
刺
激
を
受
け
る
よ
う
で
す
」

　

金
曜
日
の
「
修
英
タ
イ
ム
」
で
は
、「
学
校
生
活
振

り
返
り
表
」
を
活
用
し
、
１
週
間
の
振
り
返
り
を
行
う

（
図
２
）。「
学
校
生
活
」「
授
業
」「
整
容
」
の
３
つ
の

観
点
か
ら
、
１
週
間
の
反
省
点
や
今
後
の
課
題
な
ど
を

文
章
に
ま
と
め
、
次
週
の
目
標
を
設
定
す
る
。

　
「
自
分
で
立
て
た
目
標
で
あ
れ
ば
、『
頑
張
っ
て
達

成
し
よ
う
』
と
い
う
意
欲
が
生
ま
れ
ま
す
。
す
ぐ
に

は
達
成
で
き
な
く
て
も
、
こ
ま
め
に
自
分
の
成
果
と

課
題
を
確
認
す
れ
ば
、
着
実
な
前
進
に
つ
な
が
り
ま

す
。
そ
う
し
た
日
頃
の
積
み
重
ね
の
大
切
さ
を
伝
え

た
い
と
考
え
ま
し
た
。
ま
た
、
文
章
に
よ
る
振
り
返

り
を
行
い
、
生
徒
の
内
省
を
さ
ら
に
深
め
た
い
と
い

う
思
い
も
あ
り
ま
し
た
」（
高
安
先
生
）

　
「
書
く
」
取
り
組
み
に
は
、
学
年
団
が
独
自
に
行
う

も
の
も
あ
る
。
例
え
ば
、
18
年
度
の
２
学
年
で
は
、
振

り
返
り
の
場
を
増
や
す
た
め
、
行
事
ご
と
に
作
文
を
書

か
せ
る
こ
と
に
し
た
。
文
章
に
ま
と
め
る
中
で
、
自
分

の
頑
張
り
や
課
題
に
改
め
て
目
を
向
け
た
り
、
ク
ラ
ス

メ
ー
ト
と
協
働
す
る
意
義
に
気
づ
い
た
り
す
る
生
徒
が

多
い
と
い
う
。
筆
が
進
ま
な
い
生
徒
に
は
、
書
き
や
す

く
な
る
よ
う
、
担
任
が
「
君
は
あ
の
場
面
で
よ
い
こ
と

を
言
っ
た
よ
ね
」
な
ど
と
声
を
か
け
る
。
ほ
か
に
も
、

18
年
度
の
２
・
３
学
年
で
は
、
毎
日
の
朝
学
習
の
時
間

に
新
聞
記
事
を
読
ま
せ
、
感
想
を
書
か
せ
て
い
る
。

　
「『
書
く
』
指
導
で
最
も
意
識
し
て
い
る
の
は
、
生

徒
の
『
書
き
た
い
』
と
い
う
意
欲
の
醸
成
で
す
。
そ

こ
で
、『
う
ま
く
書
こ
う
と
し
な
く
て
も
よ
い
か
ら
、

た
く
さ
ん
書
こ
う
』
と
繰
り
返
し
呼
び
か
け
て
い
ま

す
。
そ
う
し
て
自
分
の
考
え
を
文
章
で
述
べ
る
習
慣

が
定
着
し
て
い
け
ば
、
大
学
の
志
望
理
由
書
や
企
業

の
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
の
作
成
に
も
役
立
ち
ま
す
」

（
大
日
向
先
生
）

　

学
力
向
上
対
策
と
し
て
は
、
学
び
直
し
「
修
英
チ
ャ

レ
ン
ジ
」
の
ほ
か
に
、
２
つ
の
柱
が
あ
る
。

　

１
つ
は
、
進
学
文
化
コ
ー
ス
の
１
年
次
の
学
校
設
定

科
目
「
基
礎
国
語
」「
基
礎
社
会
」「
基
礎
数
学
」「
基

礎
英
語
」
だ
。
い
ず
れ
の
科
目
も
中
学
校
段
階
の
学
習

内
容
を
扱
い
、
週
１
時
間
、
教
科
担
当
が
Ｔ
１
、
他
教

科
の
教
師
が
Ｔ
２
と
な
る
チ
ー
ム
・
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
を

行
う
。

　
「
マ
ナ
ト
レ
を
活
用
し
た
学
び
直
し
に
よ
り
、
生

徒
は
学
習
に
自
信
を
持
ち
、
前
向
き
に
取
り
組
む
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
意
欲
を
さ
ら
に
伸

ば
せ
る
よ
う
、
学
び
直
し
の
た
め
の
科
目
を
設
置
し

ま
し
た
」（
石
田
先
生
）

　

も
う
１
つ
は
、
自
主
学
習
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
を
目

指
し
、
全
コ
ー
ス
・
全
学
年
で
行
っ
て
い
る
「
自
学
ノ
ー

文
章
に
よ
る
振
り
返
り
を
重
視
し
、

生
徒
の
気
づ
き
を
促
す
指
導

「
自
学
ノ
ー
ト
」
を
継
続
し
、学
習
の

「
量
」か
ら
「
質
」
へ
の
転
換
を
図
る

「学校生活振り返り表」図２

「学校生活」「授業」「整容」の３つの観点について、５段階で自
己評価したり、反省点と今後の課題を記述したりする欄、また、
担任のコメント欄がある。 ＊学校資料を基に編集部が一部改編。
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ト
」
の
取
り
組
み
だ
（
図
３
）。
生
徒
が
関
心
の
あ
る

教
科
の
学
習
に
毎
日
１
ペ
ー
ジ
以
上
取
り
組
み
、
朝
の

ホ
ー
ム
ル
ー
ム
で
担
任
が
回
収
。
学
年
団
で
分
担
し
て

目
を
通
し
、
帰
り
の
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
で
生
徒
に
返
却
す

る
。
発
展
的
な
学
習
に
取
り
組
む
な
ど
、
ク
ラ
ス
メ
ー

ト
に
参
考
に
し
て
ほ
し
い
ノ
ー
ト
は
、
担
任
が
生
徒
の

了
解
を
得
て
学
級
通
信
で
紹
介
す
る
。

　
「
秋
田
県
に
は
、『
自
学
ノ
ー
ト
』
に
力
を
入
れ
て

い
る
小
・
中
学
校
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
か
、
生
徒
の
大
半
は
、
入
学
時
に
家
庭
学
習
習
慣

を
身
に
つ
け
て
お
り
、
漢
字
や
英
単
語
の
書
き
取
り

を
中
心
に
、
熱
心
に
『
自
学
ノ
ー
ト
』
に
取
り
組
む

者
が
目
立
ち
ま
す
。
本
校
で
は
、『
量
』
だ
け
で
は

な
く
、『
質
』
も
大
切
に
し
た
学
習
が
で
き
る
よ
う
、

優
れ
た
実
践
を
生
徒
に
示
し
、
意
識
づ
け
を
図
っ
て

い
ま
す
」（
大
日
向
先
生
）

た
、
そ
う
し
た
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
で
、
今
後
の

大
学
入
試
や
次
期
学
習
指
導
要
領
で
よ
り
重
視
さ
れ

る
多
面
的
・
総
合
的
評
価
を
充
実
さ
せ
ら
れ
る
と
考

え
て
い
ま
す
」（
石
田
先
生
）

　
「
手
厚
く
き
め
細
や
か
な
指
導
」
を
う
た
っ
た
ス
ロ
ー

ガ
ン
「
修
英
メ
ソ
ッ
ド
」
に
基
づ
い
た
一
連
の
取
り
組

み
の
成
果
は
、
生
徒
の
学
習
意
欲
の
向
上
に
結
実
し
、

粘
り
強
く
学
び
直
し
に
取
り
組
む
生
徒
が
増
え
て
い

る
。
納
得
で
き
る
ま
で
マ
ナ
ト
レ
の
解
説
を
読
み
、
自

分
で
考
え
る
生
徒
の
姿
が
ど
の
ク
ラ
ス
に
も
見
ら
れ
る

と
い
う
。
基
礎
力
診
断
テ
ス
ト
の
Ｇ
Ｔ
Ｚ
で
も
、Ｄ
ゾ
ー

ン
の
生
徒
が
減
少
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
、
自
分
を
信

じ
、
努
力
す
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
こ
そ
生
じ
た
変
化

だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
そ
う
し
た
前
向
き
な
意
識
は
、

進
路
選
択
に
も
表
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
18
年
度
の
就

職
希
望
の
３
年
生
に
は
、
国
家
公
務
員
や
地
方
公
務
員

と
い
っ
た
難
関
試
験
に
挑
戦
し
、
合
格
す
る
者
が
例
年

よ
り
も
目
立
つ
。
今
後
は
さ
ら
な
る
指
導
改
善
を
目
指

す
と
、
高
安
先
生
は
語
る
。

　
「
18
年
度
の
２
年
生
は
マ
ナ
ト
レ
が
予
定
よ
り
も

早
く
終
わ
り
そ
う
で
す
。
そ
こ
で
、
３
年
次
の
『
修

英
タ
イ
ム
』
で
は
、
進
路
指
導
に
力
を
入
れ
ら
れ
る

よ
う
、
新
し
い
取
り
組
み
を
学
年
団
や
進
路
指
導
部

で
検
討
し
て
い
ま
す
。
生
徒
の
実
態
に
応
じ
た
工
夫

を
今
後
も
心
が
け
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
と
向
き
合
う

指
導
を
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

希
望
進
路
が
具
体
化
し
て
い
く
２
年
次
の
３
月
か
ら

は
、生
徒
一
人
ひ
と
り
に
目
が
行
き
届
く
よ
う
、全
コ
ー

ス
で
少
人
数
制
の
進
路
指
導
を
取
り
入
れ
て
い
る
。
ま

ず
、
学
年
主
任
や
学
年
団
の
進
路
指
導
担
当
者
が
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
な
り
、
指
導
計
画
を
策
定
す
る
。
次

に
、
希
望
進
路
が
似
た
生
徒
５
〜
６
人
を
１
つ
の
グ

ル
ー
プ
と
し
、
担
任
を
含
む
学
年
団
所
属
の
教
師
と
進

路
指
導
部
所
属
の
教
師
が
１
人
ず
つ
チ
ュ
ー
タ
ー
と
し

て
各
グ
ル
ー
プ
の
指
導
を
担
う
。
就
職
希
望
の
グ
ル
ー

プ
に
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
や
面
接
指
導
、
履
歴
書
の

作
成
指
導
な
ど
を
、
進
学
希
望
の
グ
ル
ー
プ
に
は
、
教

科
担
当
と
も
連
携
し
、
大
学
受
験
に
向
け
た
教
科
指
導

や
小
論
文
指
導
な
ど
を
、
ロ
ン
グ
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
な
ど

の
時
間
を
使
っ
て
月
に
数
回
行
う
。

　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
チ
ュ
ー
タ
ー
は
、
進
路
指
導

部
の
教
師
全
員
を
交
え
て
定
期
的
に
集
ま
り
、
生
徒
一

人
ひ
と
り
の
成
果
や
課
題
を
共
有
し
な
が
ら
、
よ
り
生

徒
の
実
態
に
応
じ
ら
れ
る
よ
う
指
導
方
針
を
検
討
・
修

正
し
て
い
く
。
そ
し
て
、
担
任
は
各
チ
ュ
ー
タ
ー
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
情
報
を
基
に
生
徒
と
面
談
し
、
エ
ン
ト

リ
ー
シ
ー
ト
の
作
成
指
導
や
調
査
書
に
反
映
さ
せ
る
。

　
「
学
力
や
希
望
進
路
が
多
様
な
生
徒
た
ち
と
し
っ

か
り
向
き
合
う
た
め
に
は
、
教
師
間
の
連
携
強
化
が

欠
か
せ
ま
せ
ん
。
複
数
の
教
師
の
目
で
生
徒
を
見
守

り
、課
題
の
対
応
に
力
を
入
れ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

生
徒
は
希
望
進
路
を
実
現
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
ま

秋田県・私立秋田修英高校

生
徒
の
実
態
に
応
じ
た
指
導
改
善
を
、

絶
え
ず
続
け
て
い
く

「自学ノート」（例）図３

チ
ュ
ー
タ
ー
制
に
よ
る
進
路
指
導
で
、

多
面
的
・
総
合
的
評
価
を
充
実
さ
せ
る

「歯を食いしばる」「腹に据えかねる」といった慣用表
現と漢字を学習した国語の「自学ノート」。

＊学校資料を基に編集部が一部改編。
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